
【様式２】千葉市こどもプラン(第2期) 新規・拡充・見直し事業の進捗状況

事業一覧
掲載ページ

事業一覧
番号

事業名 局 部 課
計画策定当初に定めた

取組内容・目標値
評価 実施内容 参考値

1 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

1 教育・保育人材の資質の向上 ⑥
教育・保育人材の資質向上、離職防止、人
材確保等のための拠点づくりについて検
討・実施します。

P.142 38
教育・保育人材の資質向上等のた
めの拠点づくり

こども未来局 こども未来部 幼保運営課 未実施 実施 C

新型コロナウイルス感染症拡大を受
け、「保育の質検討委員会」が延期
になり、予定通りに討議できない時
期もあったが、現在は市内三短大を
念頭に保育士支援センター等拠点づ
くりに向けて市内3短大にも協力を
仰ぎ検討中である。

－

2 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

2 教育・保育人材の確保 ③
いわゆる「潜在保育士 」等の市内の認定こ
ども園、保育園等への再就職支援策を検
討・実施します。

P.142 43
「潜在保育士」等の市内の認定こ
ども園、保育園等への再就職支援

こども未来局 こども未来部 幼保運営課 研修等実施 実施 D

保育士・看護師復帰支援研修を
R4.2.19・2.26に予定していた
が、新型コロナウィルス感染症拡大
を受け中止とした。R2より対象者
に現任者を加えリカレント（循環・
回帰する学び）として位置付け、そ
れぞれの立場から保育を語り合う内
容とした。今後もより効果的な研修
内容を検討・実施していく。

－

3 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

5
保育環境の改善等による質の
向上

③

認定こども園、保育園等における外国人児
童（保護者）やアレルギー児などに対応す
るための保育補助者（通訳等）の配置につ
いて検討・実施します。

P.144 66
認定こども園、保育円筒における
外国人児童・アレルギー児等への
対応のための保育補助者の配置

こども未来局 こども未来部 幼保運営課 未実施 実施 B
公立保育所3か所に外国人対応職員
を配置。

中国語：2名
スペイン語：1名

4 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

5
保育環境の改善等による質の
向上

④
良好な保育環境・労働環境を確保するた
め、老朽化した認定こども園、保育園の改
築等について検討・実施します。

P.144 67
認定こども園、保育園の老朽化対
策

こども未来局 こども未来部 幼保支援課 一部実施 実施 B
民間保育園の建替えに係る費用を助
成した。

民間保育園：2か所

5 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑥

子どもルーム指導員の処遇改善を行うこと
により、指導員の離職防止を図るととも
に、新規指導員の採用を促すことで、慢性
的に不足している指導員を確保します。

P.144 73 子どもルーム指導員給与の改善 こども未来局 こども未来部 健全育成課 未実施 継続実施 B

令和2年度より
・指導員給与の増額
・補助指導員給与に経験加算給を導
入
令和４年２月より、国の補助メ
ニューを活用し、指導員、補助指導
員の収入を3％引き上げる処遇改善
を実施

指導員給与
182,500円⇒
191,000円（月額）
補助指導員経験加算
給
3年以上＋1％
6年以上＋2％
12年以上＋3％

6 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑦
⑥の方策にあわせて、さらなる指導員の確
保を図るため、民間事業者への委託の拡大
を実施します。

P.144 74 民間事業者への委託拡大の検討 こども未来局 こども未来部 健全育成課 14か所 継続実施 B
民間事業者への委託拡大を実施し
た。

24か所→36か所

7 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑧

民間事業者による放課後児童クラブ（学童
保育）の運営に対して補助金を交付し、各
事業者による特色ある保育により多様な利
用者ニーズへ対応していきます。

P.144 75 民間事業者への運営費等の補助 こども未来局 こども未来部 健全育成課 9か所 13か所 B
民間事業者が運営する放課後児童ク
ラブに補助金を交付した。

13か所→14か所

8 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑨

民間事業者が、より広範囲の地区や多様な
ニーズの受け皿になることができるよう送
迎補助などの多様な補助メニューを検討・
実施します。

P.145 76
送迎補助などの多様な補助メ
ニューの検討

こども未来局 こども未来部 健全育成課 未実施 実施内容検討 B
検討を行ったが実施に至らなかっ
た。

予算確保できなかった

9 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑩
入退所管理しシステムの導入、学校敷地外
の子どもルームへのAEDの設置により、利
用児童の安全・安心を確保します。

P.145 77 入退所管理システムの導入 こども未来局 こども未来部 健全育成課 未実施 継続実施 B
全ての公設子どもルーム（159か
所）にて実施した。

159ヶ所

10 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑩
入退所管理しシステムの導入、学校敷地外
の子どもルームへのAEDの設置により、利
用児童の安全・安心を確保します。

P.145 78
学校敷地外の子どもルームへの
AEDの設置

こども未来局 こども未来部 健全育成課 未実施 継続実施 B
学校敷地外において開設している全
ての子どもルーム(35か所)にAED
を設置し運用した。

35か所

11 1 子ども・子育て支援 6
教育・保育等の「質」の確
保・向上

6
放課後児童クラブにおける
「質」の確保・向上

⑫
子どもルームを利用する児童に対して、学
習できる環境を整えるなどして、学習機会
を提供します。

P.145 80
子どもルーム利用児童への学習機
会の提供

こども未来局 こども未来部 健全育成課 未実施 実施内容検討 B
1日の子どもルームでの生活スケ
ジュールの中に、宿題や読書等の時
間を設けた。

ー

12 1 子ども・子育て支援 7
特別な支援が必要な子どもへ
の教育・保育等の提供

1
認定こども園、幼稚園、保育
園等における障害のある子ど
もの受入れ

②

千葉市保育園・認定こども園における医療
的ケア実施ガイドラインを活用するほか、
居宅訪問型保育の実施を検討するなど、認
定こども園、保育園等における医療的ケア
が必要な障害のある子どもの受入れを促進
します。

P.145 86
認定こども園、保育園等における
医療的ケアが必要な障害のある子
どもへの対応

こども未来局 こども未来部 幼保運営課 実施 促進内容検討 B
医療的ケア実施ガイドラインの改訂
を行い、関連機関との連携に重点を
置き、安全な体制を整備した。

事業実施
○医療的ケア児受入
人数
　　　公立・・・5名
　　　民間・・・7名

13 2 妊娠・出産・子育てま
での切れ目のない支援

1
妊娠・出産・子育て期におけ
る母子保健対策の充実

2
安心して妊娠・出産できる体
制の強化

③
産前・産後の育児不安や負担の軽減を図
り、安心して育児ができる支援体制の充実
を図ります。

P.148 111 産後ケア事業 保健福祉局 健康福祉部 健康支援課 実施 実施 B

育児等に不安があり、サポートが必
要な母子を対象に、訪問や医療機
関・助産所への宿泊等を通じて助産
師による心身のケアや育児のサポー
トを行った。また、R4年度日帰り
型実施開始するための内容策定等を
行った。

・産後ケア利用実績
　施設型：342人
　（延1,472日）
　訪問型：1,130人
　（延3,595日）

14 2 妊娠・出産・子育てま
での切れ目のない支援

1
妊娠・出産・子育て期におけ
る母子保健対策の充実

2
安心して妊娠・出産できる体
制の強化

③
産前・産後の育児不安や負担の軽減を図
り、安心して育児ができる支援体制の充実
を図ります。

P.148 112 エンゼルヘルパー派遣事業 こども未来局 こども未来部 幼保支援課 実施 継続実施 B
引き続き、エンゼルヘルパーの派遣
を実施した。

利用回数：3,730回

令和3年度

【評価】
Ａ：計画以上の成果があった（前倒し実施等）　
Ｂ：概ね計画どおり実施した　
Ｃ：計画どおり実施できなかった（遅れ等）
Ｄ：未実施（休止・中止等）
 -：評価対象なし
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15 3
こどもの社会参画の推
進

1
子どもの自立性・社会性・自
治意識を育むこどもの参画の
推進

１
「こどもの参画」を担う子ど
もの育成の場の実施

①

子どもが主体となって、企画・運営する
“まち”の開催を支援します。参加する子
どもが、疑似社会体験や“まち”の市長選
挙を通して、社会の仕組みや社会参画を学
んでいきます。

P.149 123 こどものまちCBT こども未来局 こども未来部 こども企画課 3区で開催 ５区で開催 C

中央区において、オンラインにて開
催したものの、その他の区において
は新型コロナウイルス感染症の影響
により開催に至らなかった。今後に
ついては、オンライン開催も含め実
施個所を増やせるよう、必要に応じ
情報提供等の支援を行っていく。

【開催日】
中央区　9/12
【開催区】1区

16 3 こどもの社会参画の推
進

1
子どもの自立性・社会性・自
治意識を育むこどもの参画の
推進

2
モデル事業の実施等による子
どもの意見の吸い上げ、施策
への反映

③

「こども・若者宣言」を指針とし、地域課
題の解決策と市の魅力向上について、子ど
も・若者目線で検討していきます。さら
に、産学官連携により多世代交流と実行力
の向上を図り、まちづくりを推進します。

P.149 126 こども・若者市役所 こども未来局 こども未来部 こども企画課 実施 継続実施 B

こども・若者市役所の実施にあた
り、市内高校へのチラシ配布を行っ
た他、継続して参加している高校生
等がいたことから、参加者数が増加
した。

【ワークショップ開
催回数等】
17回 330人参加

17 3
こどもの社会参画の推
進

2 こどもの参画の周知・啓発 1
学校・地域団体等への周知・
啓発

①

子ども・若者の社会参画について、取組事
例を広く発信することによりいっそうの周
知・啓発を図るとともに、成果や課題につ
いて話し合うことで、その取組みのさらな
る充実や広がりにつなげまず。

P.150 127 こども・若者サミット こども未来局 こども未来部 こども企画課 実施 拡充実施 C

コロナ禍を踏まえ、他自治体を招い
ての実施が困難な場面が想定される
ことから本市単独事業とし、こど
も・若者の育成に主眼を置いた、こ
どもの参画事業の参加者による取組
事例の発表及び市長、有識者、参加
者の意見交換を内容とする「こど
も・若者フォーラム」としてを開催
し、後日動画配信も行った。今後に
ついては、コロナ禍の状況を踏ま
え、事業のあり方に関しても検討し
ていく。

【開催日】3/20
【参加者】58人
※当日は一般公開せ
ず、関係者のみ参加

18 3 こどもの社会参画の推
進

2 こどもの参画の周知・啓発 1
学校・地域団体等への周知・
啓発

②
子どもから大人までの幅広い世代に対し
て、「こどもの参画」に関する情報を発信
し、気運の醸成に取り組みます。

P.150 128 多世代へのこどもの参画の啓発 こども未来局 こども未来部 こども企画課 一部実施 実施 B

こども・若者市役所及びこども・若
者の力ワークショップについて、市
政だより等により広く参加者を募集
した他、こども・若者フォーラムを
開催しこどもの参画事業の参加者に
よる事例発表及び市長などとの意見
交換を行い、後日動画配信を行っ
た。

－

19 3 こどもの社会参画の推
進

2 こどもの参画の周知・啓発 ２ 庁内推進体制の強化 ①

本市におけるこどもの参画を円滑に推進す
るために、こどもの参画の実施例を共有す
るとともに、こどもの参画の理念と目的を
理解するための研修等を実施します。

P.150 129 こどもの参画の意識向上 こども未来局 こども未来部 こども企画課 実施 継続実施 B
庁内連携の推進に向けて、こどもの
参画をテーマとした夜間講座を開催
した。

【夜間講座】 11/24
【参加者数】 17名

20 3
こどもの社会参画の推
進

2 こどもの参画の周知・啓発 ２ 庁内推進体制の強化 ②

こどもの参画の取組状況を自己評価する
「こどもの参画チェックシート」の活用に
より、主体的なこどもの参画推進を図りま
す。

P.150 130 こどもの参画事業の推進 こども未来局 こども未来部 こども企画課
こどもの参画実施

46事業
こどもの参画実施

55事業
B

「こどもの参画チェックシート」に
よる調査を実施することで、庁内の
取り組み状況を把握するとともに、
庁内各課が取り組み状況について自
己評価を行うことで、主体的なこど
もの参画推進を図った。

【こどもの参画実
施】
49事業

21 4
子ども・若者の健全育
成

1 健全育成活動の推進 1
家庭・地域・学校が連携した
子ども・若者の健全育成の推
進

⑤

地域の青少年育成団体や家庭、学
校等に対し、自然体験活動や生活
体験活動等を行うための場を提供
します。

P.150 138 少年自然の家運営事業 こども未来局 こども未来部 健全育成課 プログラム数298
新規・改良プログラム

20
B

野外炊事のペア調理対応等、新型コ
ロナウイルス感染症の影響を踏まえ
た新規プログラムの開発や、既存プ
ログラムの改良を行った。

新規・改良プログラ
ム　27件
利用可能プログラム
225件
移動教室・農山村留
学、日帰り利用等モ
デルプラン　14件

22 4
子ども・若者の健全育
成

2
非行を防止するための環境づ
くり

2 補導活動の強化 ②

補導活動の一環として、千葉市立小・中・
高・特別支援学校の児童・生徒を対象に
ネット補導を実施し、問題行動の早期発見
や非行防止に努めます。

P.151 146 ネット補導活動事業 こども未来局 こども未来部
青少年サポートセ

ンター
一部実施 実施 B

青少年サポートセンター各分室にお
いてネット補導を実施。個人情報の
公開等のチェックを行った。必要に
応じて学校・関係機関と情報共有を
図った。また、専門業者に業務委託
することを検討した。

ツイッター・インス
タグラムへの不適切
な書き込みの発見数
28件（中学生26
件、高校生2件）

23 5
子ども・若者の安全の
確保

2
子ども・若者が犯罪等
から自分の身を守るこ
とができる力の向上

2 子どもの情報モラルの向上 ①

子どもがインターネットを利用する上での
ルール・マナーを周知し、家庭でのルール
づくりを奨励するための取組みを行いま
す。

P.153 159 家庭教育資料作成事業 こども未来局 こども未来部 健全育成課 「親ナビ」の発行
内容更新

資料拡充検討
B

青少年問題協議会監修の下、資料を
作成し、年度当初に学校を通じて小
学1・5年生、中学1年生の保護者へ
配布した。

低学年用：9,040部
高学年用：9,420部
中学校用：8,170部

24 6
子ども・若者の居場所
づくり

1
学校施設等を活用した安全・
安心な居場所の確保

1 子どもルームの拡充 ②
校外にある子どもルームについて、校内へ
の移転を推進していきます。 P.153 162 子どもルームの拡充 こども未来局 こども未来部 健全育成課

児童数：10,752人
施設数：171か所

校内施設割合：78.4%

児童数：12,923人
施設数：188か所
校内施設割合：

80.9%

B
児童数：9,685人
施設数：167か所
校内施設割合：81.1%

78.7%→81.1%

25 6 子ども・若者の居場所
づくり

1
学校施設等を活用した安全・
安心な居場所の確保

3
放課後子ども教室と子ども
ルームの連携

①

共働き家庭等の児童を含む希望するすべて
の児童が放課後子ども教室の活動プログラ
ムに参加できるよう、子どもルームの児童
が参加する共通プログラムの実施にあたっ
ては、放課後子ども教室と子どもルームで
連携を図ります。

P.153 164
放課後子ども教室と子どもルーム
の連携

教育委員会
(こども未来局)

生涯学習部
(こども未来部)

生涯学習振興課
(健全育成課)

94校 95校 C

新型コロナウイルス感染拡大により
活動を見送る学校が多く、目標どお
り実施できなかった。
今後も全校で実施できるよう支援す
る。

実績
45校
（活動した60校中）

2
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26 6 子ども・若者の居場所
づくり

1
学校施設等を活用した安全・
安心な居場所の確保

3
放課後子ども教室と子ども
ルームの連携

②

放課後子ども教室と子どもルームの運営を
一体的に行い、放課後に希望するすべての
児童を対象に「安全・安心に過ごせる居場
所」と「学びのきっかけ」を提供する放課
後子ども教室・子どもルーム一体型モデル
事業を、アフタースクール事業として本格
実施します。

P.153 165 アフタースクールの実施
教育委員会

(こども未来局)
生涯学習部

(こども未来部)
生涯学習振興課
(健全育成課)

6校 18校 B
計画通り拡充し、アフタースクール
を18校で実施した。

実施校数
H29 ：１校
R1　：６校
R2　：１２校
R3　：１８校

27 6
子ども・若者の居場所
づくり

2
地域と連携した子どもの居場
所づくり

1 子どもを見守る大人の育成 ①
子どもの居場所の全市展開を図るため、公
開講座を開催し、子どもの居場所で活躍で
きる人材を育成します。

P.154 167 信頼できる大人の育成 こども未来局 こども未来部 こども企画課
受講者数

39人
受講者数

60人
A

子どもの居場所サポーター養成講座
（2回）及び子どものSOS支援員養
成講座（３回の連続講座）を開催
し、市内の居場所での実習に参加し
た者に対しては修了証を発行した。
（延受講者136人、修了者41人）

【開催日】6/26、
10/23、10/24、
11/7、11/14
【講座参加者数】
　78人

28 6 子ども・若者の居場所
づくり

2
地域と連携した子どもの居場
所づくり

2
地域と連携した子どもの居場
所の提供

③
地域の子どもの居場所を運営する団体等の
ネットワーク化により、情報共有と連携強
化を図ります。

P.154 173
子どもの居場所のネットワーク化
推進

こども未来局 こども未来部 こども企画課 未実施
参加団体
35団体

C

子どもの居場所事業者を対象とした
連絡会議を２回、研修会を１回開催
し、また、適宜電子メールにて情報
共有を行った。
どこでもこどもカフェ及び地域プ
レーパークの新規登録団体数が令和
３年度末で計23団体ということも
あり、目標値の達成には至らなかっ
た。
今後も新規登録団体の増加のため周
知を実施しつつ、連絡会議等を継続
する。

【開催日】
5/25、9/28、
2/28
【参加団体】
延27団体

29 7
ひとり親家庭の自立支
援の推進

5 経済的支援策 ２ 経済的負担の軽減 ②

母子及び父子家庭等に対する医療費助成を
実施するほか、関係団体と協議しながら、
現物給付化を実施し、受給者の利便性の向
上を図ります。

P.156 195 母子・父子家庭等医療費助成 こども未来局 こども未来部 こども家庭支援課 償還払い 継続実施 B
現物給付方式による医療費助成を継
続実施した。

助成件数：128,658
件
助成額：378,001千
円

30 7
ひとり親家庭の自立支
援の推進

5 経済的支援策 ３ 子どもへの貧困の連鎖の防止 ①

経済的に特に困窮しているひとり親家庭の
児童に対して、クーポン券を提供し、学習
塾や習い事等に必要な費用の一部を助成し
ます。

P.156 197 学校外教育バウチャー こども未来局 こども未来部 こども家庭支援課 実施 実施内容検討 A

ひとり親家庭かつ生活保護受給世帯
及び児童扶養手当全部支給世帯の小
学5、6年生を対象とし、バウ
チャーを提供した。
助成決定者数：189名（5年生99
人、6年生90人）
※昨年度より助成決定者数が伸びた
ため

助成人数189人

31 8 児童虐待防止対策の充
実

2
発生予防から適切な保護、必
要な援助に至るまでの施策の
充実・組織の体制強化

2
発生予防・早期発見に関する
施策の充実

⑥

子育てに悩みを抱える方や子ども本人から
の相談に対して、近年、主要なコミュニ
ケーションツールとなっているSNSの活用
などにより相談窓口の充実を図ります。

P.158 212
SNSの活用などによる相談窓口の
充実

こども未来局 こども未来部
こども家庭支援課
東部児童相談所

未実施 実施内容検討 B
令和4年度より国による全国一律の
SNS相談事業が始まることに向け、
市の受付体制の整理を行った。

－

32 8
児童虐待防止対策の充
実

2
発生予防から適切な保護、必
要な援助に至るまでの施策の
充実・組織の体制強化

2
発生予防・早期発見に関する
施策の充実

⑦

子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、
子ども等に関する相談全般から、より専門
的な相談対応や必要な調査、訪問等による
継続的なソーシャルワーク業務等を行う支
援拠点を各区に設置します。

P.158 213 子ども家庭総合支援拠点事業 こども未来局 こども未来部 こども家庭支援課 未実施 実施内容検討 B
令和４年度の設置に向け、執務ス
ペースの整備などを実施した。

－

33 8 児童虐待防止対策の充
実

4
児童相談所の人員体制強化・
専門性の向上

ー ー ②
児童福祉法施行令改正による児童福祉司の
配置標準見直し（令和4年度までに）に基づ
き、増員します。

P.158 219 児童福祉司の増員 こども未来局 こども未来部
東部児童相談所
西部児童相談所

29人 44人 B
改正児童福祉法等（経過措置含む）
や新プランの配置基準の基づき、児
童福祉司を適正に配置した。

48人

34 8 児童虐待防止対策の充
実

4
児童相談所の人員体制強化・
専門性の向上

ー ー ③
児童心理司の配置基準の法定化に基づき、
増員します。（令和６年度までに） P.158 220 児童心理司の増員 こども未来局 こども未来部

東部児童相談所
西部児童相談所

15人 22人 B
改正児童福祉法等（経過措置含む）
や新プランの配置基準の基づき、児
童心理司を適正に配置した。

19人

35 8
児童虐待防止対策の充
実

5 一時保護体制の充実 ー ー ①

子どもの視点に立って、権利が保障され、
一時保護を必要とする子どもを適切な環境
において保護できるよう、里親や児童福祉
施設への一時保護委託等を活用し、一時保
護所の在所日数を短縮します。

P.159 221 一時保護環境の改善・体制強化 こども未来局 こども未来部 東部児童相談所 34.4日 33日 C

児童養護施設等の慢性的な定員超過
や、虐待等の処遇困難事案の増加に
より、一時保護期間が長期化し、昨
年度より平均保護日数が増加した。
入所後に実施する援助方針を決定す
るためのカンファレンスの標準化
や、速やかな施設入所に向けた調整
会議を県内児相及び児童養護施設等
と開催し検討していく。

平均保護日数
61.0日／人

36 9 社会的養護体制の充実 1 家庭養育等の推進 1 家庭養育の推進 ①

家庭養護を推進するため、ＮＰＯと協働
し、里親のリクルートから委託後まで、包
括的な支援を行うことにより、里親の担い
手を確保するとともに、ファミリーホーム
を増設します。

P.159 223 家庭養育の推進 こども未来局 こども未来部
こども家庭支援課
東部児童相談所

里親登録組数：88組
ファミリーホーム
の増設：6施設

里親登録組数：112組
ファミリーホーム
の増設：6施設

B

当初の目標に対し概ね達成できた。
広報活動地区を全市展開し、併せて
オンラインでの制度説明会を随時開
催。パネル展示を開催し、幅広い対
象者に里親制度を周知。年々里親制
度に関心を持つ方からの問い合わせ
が増え、登録者数も増加傾向にあ
る。

里親登録組数：９８
組（８７％）
ファミリーホームの
増設：6施設

37 9 社会的養護体制の充実 1 家庭養育等の推進 ２ 小規模グループケアでの養育 ①

社会的養育を要する児童・乳幼児の養育を
行う児童養護施設・乳児院において、家庭
的環境である小規模グループケアでの養育
を推進します。

P.159 224 小規模グループケアでの養育 こども未来局 こども未来部 こども家庭支援課
児童養護施設：100%

乳児院：０％
児童養護施設：100％

乳児院：100%
B

令和２年度に児童養護施設、乳児院
全施設の小規模化を完了したため、
令和３年度の実施内容なし

児童養護施設：
100％
乳児院：100%
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38 11
社会生活を円滑に営む
上で困難を有する子ど
も・若者に関する支援

1 支援体制・支援内容の充実 1
子ども・若者支援協議会の開
催及び拡充

②

構成機関を拡充し、必要な情報交換を行う
とともに、支援内容に関する協議を行い、
相談者のニーズに応じたよりきめ細やかな
支援を行います。

P.161 246 子ども・若者支援協議会 こども未来局 こども未来部
健全育成課

青少年サポートセ
ンター

構成機関
32団体

構成団体
33団体

B

新型コロナウイルス感染拡大によ
り、代表者会議・実務者会議を書面
開催とした。
個別ケース検討会議等は必要に応じ
て開催し、不登校・ひきこもりに関
する連携会議では充実したケース検
討を行うことができた。

構成団体33団体
個別ケース検討会議
21回開催
不登校・ひきこもり
に関する連携会議計5
回開催（34件のケー
スについて検討）

39 11
社会生活を円滑に営む
上で困難を有する子ど
も・若者に関する支援

1 支援体制・支援内容の充実 2
子ども・若者総合相談セン
ターの運営及び拡充

③
相談者のニーズに対し、スムーズな支援を
行うことができるようにするため、相談員
を増員します。

P.162 248
子ども・若者総合相談センター運
営事業（相談員の増員）

こども未来局 こども未来部 健全育成課 相談員数：3人 相談員数：4人 B

多様な相談を受理し、充実した支援
を行うことができた。継続での相談
数が増加しており、支援が長期化す
るような困難な事案も増加してい
る。

相談員数：４人
R2相談件数2,099件
R3相談件数2,620件

40 11
社会生活を円滑に営む
上で困難を有する子ど
も・若者に関する支援

1 支援体制・支援内容の充実 2
子ども・若者総合相談セン
ターの運営及び拡充

⑥
電話、来所、訪問相談だけでなく、出張相
談やSNSによる相談も実施します。 P.162 249

子ども・若者総合相談センター運
営事業（出張相談、SNSによる相
談）

こども未来局 こども未来部 健全育成課
出張相談：:未実施

SNSによる相談：未実施

出張相談：継続実施
ＳＮＳによる相談：実

施内容検討
B

事前予約制で出張相談を実施し、
Linkから離れた地域での新規相談者
の獲得につなげることができた。
県と市で連携しているSNS相談の状
況とLinkにおける業務体制から、直
接の相談ではない形でのSNS活用を
考えていくこととした。

出張相談会　2回実施
（若葉区・緑区）

41 11
社会生活を円滑に営む
上で困難を有する子ど
も・若者に関する支援

2
地域で支える環境づくり及び
立ち直り支援

3
ニート・ひきこもり・不登校
にある子ども・若者及びその
家族に対する支援

③

複合的な課題を抱える生活困窮家庭等の子
どもの生活習慣や生活環境の改善、学習や
進学相談等の支援、関係機関との連携など
包括的な支援を行うこどもナビゲーターを
配置します。

P.162 255 子どもナビゲーター事業 こども未来局 こども未来部 こども家庭支援課 2区に配置 継続実施 B
中央区、稲毛区、若葉区に加えて令
和３年１１月から花見川区にも1名
支援員を配置した。

支援員配置： ４か
所、４名
連携モデル校：４校
支援児童数：164名
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